
第５６回 広島県小学校理科研究大会（福山大会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期日 令和３年１０月２２日（金） 

会場 福 山 市 立 網 引 小 学 校 

大会主題 

グローバル社会を生き抜く心豊かな人間を育てる理科教育 

研究主題 

自ら学び続ける児童を育成する 
主体的で対話的な問題解決学習の創造 

～思考力・判断力・表現力を高める網引ツールの活用を通して～ 



令和３年度 福山市立網引小学校 研究概要 

 
 

（１）「自ら学び続ける児童」とは 

 本校では，「自らの興味・関心，疑問などを広げている」，「多様な他者と協働して対話的

に深く追究している」，「学びが面白いと実感している」を「自ら学び続ける児童」の具体的

な子ども像として設定している。そして，変化の激しい社会をたくましく生き抜く力＝「学

び続ける力」を育成するためにこれまで研究を進めてきた。 

 

（２）本校の児童の実態 

本校の児童の実態として以下の３つの課題が挙げられる。 

①学力，特に思考力・判断力・表現力が全国の平均よりも低い。（教研式ＣＲＴ調査） 

②児童の自己肯定感・自己有用感が低い。（学校評価児童アンケート） 

③主体的・対話的で深い学びを実感している児童の割合が全国平均と比べて少ない。 

 （学力学習状況調査 質問紙） 

      思考力・判断力・表現力の育成 自己肯定感・自己有用感を高める取組 

      主体的・対話的で深い学び などの必要性 

 

（３）昨年度の課題 

昨年度は，「子ども主体の学び」の児童像の中でも，全国平均と比べて肯定的な評価が低

い．主体性や自己肯定感の向上を目指し，『課題解決型学習の授業において,課題意識を持ち,

学ぶ意義を実感できる工夫をすることで，児童が主体的な学び手としての力を高めることが

できるだろう』と仮説を設定し，「主体性を高める単元の導入の工夫」と「自己肯定感を高

める単元の終末の工夫」に取り組んだ。 

研究授業の振り返りの中で，「興味・関心は高まったが，疑問につなげられていない」「対

話的な学習が不十分で，児童の思考や気付きをさらに共有させて，練り上げさせる必要があ

る」という課題が挙げられた。 

      主体的・対話的で深い学びの必要性 

 

研究主題の設定理由 

研究主題 

自ら学び続ける児童を育成する 
主体的で対話的な問題解決学習の創造 

～思考力・判断力・表現力を高める網引ツールの活用を通して～ 



  これらのことから… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究仮説をもとに，今年度の取組を次の３点とした。 

 

（１）理科の学習を進める原則を示す「網引授業モデル」の活用 

（２）児童の疑問を広げるための工夫を示した「学びづくり案」の作成 

（３）児童の思考力・判断力・表現力を高める「網引ツール」の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究仮説を， 

「網引ツールを活用して児童の思考力・判断力・表現力を高める工夫を

すれば，自らの疑問を広げる問題発見・解決の力や，他者と対話的に学

習を進める力など，自ら学び続ける児童の力を高めることができる」 

と設定した。 

今年度の研究内容 



（１） 網引授業モデルの活用 

 
 網引授業モデルにより，問題発見・解決型学習の過程が明確化されることで，全校で「問

題発見・解決型学習」の進め方や，学年ごとにどこを重点的に取り組むか，各過程での留意

点など，共通認識を図り，系統性を意識して問題発見・解決の力や思考力・判断力・表現力

を高めることができる。 

また，単元の導入と終末部分に，昨年度の取り組みを元にした例示を複数示し，教師が単

理科の見方・考え方 

問題発見・ 

解決型学習の流れ 

各学年で 

重点的に活用する

「考え方」 

各学年で 

重点的に活用する 

「網引ツール」 

問題解決の過程での 

留意点や具体的な指導例 

各取組の目標 



元に合わせて選択し，活用できるようにする。そうすることで，児童の主体性や自己肯定感

の向上など，「学び続ける力」を高めることができる。 

 

（２） 学びづくり案の作成 

児童の「学び続ける力」を育成する授業づくりのために，本校の学びづくり案には大きく

２つの工夫がある。 

 

① 児童の疑問を広げるための発問 

本校の課題として，「興味・関心は高まったが，疑問につなげられていない」というもの

があった。導入や実験で興味・関心を高めたものの，その後の問題発見・解決につながって

いないのである。それぞれの児童が持つ，異なる生活経験や学習の段階から様々な疑問が生

まれるよう，また，そこから児童が主体的・対話的に問題発見・解決型学習を進めていける

ようになるために，適切であると考えられる発問を単元計画に記述する。そして，校内研修

などで重点的に検討し，精選して授業を行う。 

 

② 重点的に活用する「網引ツール」 

各学年で重点的に活用する「考え方」を抽象的な形に表すことで，「考え方」をツール化

し，授業の中で活用することができるようにした，「網引ツール」を本時のどの活動でどの

ように活用するのかについて詳細に書き示し，重点的に検討する。そうすることで，児童の

思考力・判断力・表現力をどのように働かせればよいのか，可視化することができる。 

 

（３） 「網引ツール」の活用 

網引小学校では，理科において各学年で重点的に活用する「考え方」を抽象的な形に表す

ことで，「考え方」をツール化して，「網引ツール」を作成し，授業の中で活用することがで

きるようにしている。「網引ツール」を活用することの良い点が３点挙げられる。 

 

①  各学年で系統的に学年ごとに重点的に扱う「考え方」の活用を促すことができる。また，

考え方を視覚的にとらえることができるため，児童が考え方を身につけるための支援に

もなると考えられる。さらに，ツールの活用により，思考力・判断力・表現力を発揮でき

ているか，教師側も評価しやすくなり，自分の指導を振り返ったり，評価したことを児童

に返したりしやすくなり，PDCA サイクルを回しやすくなると考えられる。 

 

② 自分の思考を形式に合わせて落としこむことで，自分の考えを表現して捉えることがで

きる。表現した考え方は，共通の型に沿っているので，共有，比較しやすくなり，話し合

いを進める際の支援ツールと捉えることができる。 

 



③ 考察やまとめの段階で，単元の中で活用した網引ツールを振り返ることにより，「課題」    

や「実験の目的と方法」などに立ち戻って確かめることができ，「新たな知識を創造した 

りする力」や「事象や概念に対する新たな知識を再構築したり，獲得したりする力」の育

成と関わると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の理科・生活科に関するアンケートの理科の学習の見方・考え方についての質問項

目の肯定的評価は以下の通りである。 

質問項目 ２０２０年度 ２０２１年度 

違うところや同じところを見つけて考えている。 ９４．７％ ８１．６％ 

前の学習でしたことやいつもしていること（日常

であること）と結びつけて考えている。 

７１．５％ ７３．７％ 

比べる（比較）ツール 

つなげる（関連付ける）ツール 

見つめなおす（多面的に考える）ツール そろえる（条件制御）ツール 

成果と課題 



 

 

 

 アンケートの結果では，「関係づける」と「多面的に調べる」の項目で前年度より肯定的

評価が上がり，「比較する」と「条件を制御する」の項目では肯定的評価が下がる結果とな

った。 

 この結果から，上がっている項目については，網引ツールの活用により児童の見方や考え

方が定着してきていることが成果として挙げられるが，下がっている項目については，網引

ツールの活用が不十分であったと考えられる。実際に，５年生の重点的な見方・考え方であ

る「条件を制御する」の項目では，授業研究を行う中で，より良い網引ツールはどうあるべ

きか議論がなされ，当初の網引ツールと形を変えた方が児童の学びが深まるのではないかと

いう意見が上がった。 

 今後も，児童の思考力・判断力・表現力を育成するために，より良い網引ツールの開発や，

より良い授業の方法について研究していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そろえる条件と変える条件について考えて実験や

考察をしている。 

９２％ ９０．２％ 

複数の結果からより良い考えを導き出している。 ７７．８％ ８４．６％ 



 

 

 

 

 

 

 網引小学校では，2020（令和 2）年度より，週末及び夏休み・冬休みなどの長期休業中

を中心に，自分で自由に決めて，自分で考えていく家庭学習『わくわく学習』に取り組んで

きています。自分が普段生活していて「なんでなんだろう？」「どうしてなんだろう？」と

感じた疑問について調べたり，工作や絵画などの作品を作ったり，興味や関心があることに，

とことんチャレンジしたり，まったく自由に取り組む家庭学習です。規制がないので，自由

に教科を横断したり，地域（まち・野山・川など）に飛び出したり，いろんな人たちのサポ

ートを受けたりしながら，実に楽しいわくわくするような「学び」が生まれてきています。 

 

【学びのテーマ：鳥に耳はあるの？】＜1＆4年生のわくわく学習より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【学びのテーマ：同じアゲハなのに触覚の色がちがうのはなぜ？】＜３年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学校の「学び」と家庭の「学び」をつなぐ～ 

～自分で決めて～  わくわく学習 ～自分で考えた学習～ 

4年生の K君

は「鳥に耳は

あるのか？」

という疑問を

抱きました。 

 

 

 

K君は鳥は空を飛

ぶので邪魔になら

ないように目の後

ろに穴が開いてい

ることをつきとめ

ます。 

 

 

1年生の O君が自宅で飼っ

ているハトの写真を撮って

きてくれました。鳥に耳は 

ありました。 

 

 

Mさんは，家で飼っているチョウの幼虫の触覚

の色が違うことに興味を持ちました。そしてき

っと食べているところが違うから色が違うのだ

と予想しました。それから，2匹の幼虫をよく

よく観察してみました。 

粘り強く観察を続

けたある日のこ

と，実は別の種類

のアゲハであるこ

とが分かりまし

た。 

 

 

 

☆是非一度「網引小学校 HP～ 

網引小学校 NEWS」にお立ち寄りくだ

さい！  

以下の QR コードからどうぞ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 


